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大河ドラマ「西郷どん」で活躍中の俳優町田啓太さん（町出身）・迫田孝也さんによる

超 W 凱旋トークショー（コンベンションホール）　8 ／１１　

ひがし
  あがつま

　　　住民が誇りを持って暮らすまち

広
報



ひ
が
し
あ
が
つ
ま
夏
ま
つ
り

　

８
月
11
日
㈯
に
『
ひ
が
し
あ
が
つ
ま
夏
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
「
第
13
回
東
吾
妻
ふ
る
さ
と
祭
」
と
「
原
町
祇
園
祭
」

が
共
同
開
催
し
、
婦
人
会
な
ど
に
よ
る
千
人
踊
り
、
交
流
自
治
体
の

杉
並
区
や
群
馬
県
内
の
団
体
も
参
加
し
た
阿
波
踊
り
、
吾
妻
若
鳶
会

に
よ
る
梯
子
乗
り
、
原
町
地
区
か
ら
山
車
の
巡
行
な
ど
が
歩
行
者
天

国
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
東
吾
妻
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
ほ
か
、
今
年

度
に
統
合
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
吾
妻
中
央
高
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る

演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
、
開
会
式
か
ら
司
会
を
鎌

田
あ
か
り
さ
ん
が
務
め
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

フィナーレの花火

建設業クラブによる
高所作業車体験体験

芸能公演（チアダンス）

梯子乗り

上州吾妻岩櫃太鼓

司会の鎌田あかりさん

千人踊り
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昭和のくるまの展示会

原町祇園

阿波踊り

商工会青年部によるビンゴ大会

東吾妻中学校吹奏楽部の演奏

吾妻中央高校ダンス部によるダンス

阿波踊り
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　道の駅「あがつま峡」あがつまふれあい公
園で８月 23 日に東洋大学によるランニング教
室が行われました。町内外から陸上競技に興
味のある小学生から高校生が参加し、準備運
動から走り方などを教わりました。

東洋大学陸上競技部男子夏期合宿 
駅  伝大会に向けて

　８月 21 日から 29 日の９日間にわたり、東洋
大学陸上競技部の選手が当町坂上地区の轟山荘
で合宿を行いました。合宿所周辺は駅伝大会を
想定した練習に適している環境のため毎年合宿
を行っています。また、食事面のサポートとし
て女子栄養大学の学生も参加しました。

　７・８月に町内で３名の方が 100 歳を迎え、それぞ
れの方に町長が慶祝訪問を行いました。100 歳を迎えた
のは、本宿の橋爪くにさん（写真：左）、原町の松村幸
吉さん（写真：中）、岩下の清水正代さん（写真：右）
です。みなさんおめでとうございます。

 町長が慶祝訪問
町 内で３人が 100 歳

 東洋大学ランニング教室
正  しい走り方を学ぶ

キャンドルづくり
坂  上公民館で教養講座開催

　８月 21 日に教養講座『キャンドルづくり』
が開催されました（写真右：Klein Fohre の鳥山
博美先生）。34 名が参加し、色とりどりのロウ
を組み合わせてオリジナルなキャンドルを作り
あげました。

Higashiagatsuma　Town News
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  交通安全運動実施
思  いやりのある運転を

　７月 17 日にＡコープあがつま店前（国道 145
号線）で、町長や吾妻警察署員をはじめ、交通
関係団体の方々が安全運転への理解とシートベ
ルト・チャイルドシートの着用の呼びかけ運動
を行いました。

 都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ住民懇談会
住 民の声を町へ

　８月５日にコンベンションホールで、都市
計画マスタープラン住民懇談会が開催されま
した。町民をはじめ、東洋大学生７名も加わり、
今東吾妻町に何が必要とされているか意見交
換を行いました。今回出された意見は、町の
マスタープランの一翼を担います。

　7 月 26 日にぐんま農業委員会女性ネットワークの
青木朱美会長・倉田とし子理事らが来庁しました。
来年４月に行われる次期農業委員の女性複数登用の
要請のために来られました。

 ぐんま農委女性ネットが来庁
女 性農業委員登用のため

 おやこの食育教室
お  いしい料理が完成

　おやこの食育教室が８月３日にあづま農村環
境改善センターで開催されました。町内在住の
親子が参加し、町生活改善推進協議会の方々に
教わりながら、豚肉と小松菜の混ぜご飯や焼き
春巻き、ミルク寒天などを作りました。

ひがしあがつまタウンニュース
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東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　 担当   吉田智哉）

今
月
の
歴
史
・
文
化
探
訪
は
岩
島
麻

の
第
２
回
と
い
う
こ
と
で
岩
島
麻

の
出
荷
先
と
そ
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
吾
妻
郡
の
麻
の
生
産
は
？

　

旧
岩
島
村
の
特
産
と
も
い
え
る
麻
。
こ

れ
は
地
域
名
称
を
取
っ
て
「
岩
島
麻
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
内
で
見
て
い

く
と
吾
妻
郡
の
麻
は
「
上
州
北
麻
」、
逆

に
甘
楽
郡
で
作
ら
れ
て
い
た
麻
は
「
上
州

南
麻
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
上
州
北
麻

と
さ
れ
た
麻
の
１
つ
が
岩
島
麻
で
す
。
知

る
人
ぞ
知
る
最
高
品
質
の
麻
と
さ
れ
て
お

り
、
従
来
麻
の
格
付
け
は
栃
木
麻
が
標
準

と
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
岩
島
麻
は
ま

さ
に
品
質
が
良
す
ぎ
た
こ
と
か
ら
通
常
格

付
け
の
さ
ら
に
上
と
い
う
「
特
等
」
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

品
質
に
よ
り
「
吾
妻
錦
・
黄
金
上
・
黄
金
・

満
月
・
山
吹
・
黄
鳥
・
紅
葉
・
等
外
」
と

分
類
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
吾
妻
郡
内
で
の
生
産
・
出
荷

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

古
文
書
と
し
て
麻
に
関
す
る
取
引
帳
簿

な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
東
吾
妻
町
内
の

地
名
以
外
で
は
折
田
、四
万
、五
反
田
（
中

之
条
町
）・
中
山
（
高
山
村
）・
狩
宿
（
長

野
原
町
）・
草
津
（
草
津
町
）・
大
笹
（
嬬

恋
村
）
な
ど
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
吾

妻
郡
全
域
で
麻
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

で
は
吾
妻
郡
で
作
ら
れ
た
、
も
し
く
は

吾
妻
郡
で
や
り
と
り
を
さ
れ
た
麻
は
ど
こ

へ
旅
立
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●
挽
か
れ
た
麻
は
ど
こ
へ
行
く
？
？

　

生
産
さ
れ
た
麻
は
ど
こ
へ
向
か
う
の

か
。
東
吾
妻
町
で
は
原
町
・
郷
原
・
三
島
・

横
谷
・
大
柏
木
な
ど
で
生
産
さ
れ
て
お

り
、
仲
買
人
・
商
人
を
介
し
て
各
地
へ
出

荷
さ
れ
ま
し
た
。出
荷
先
と
し
て
新
潟
県
、

富
山
県
西
砺
波
郡
福
光
町
（
現
南
砺
市
）、

石
川
県
金
沢
市
、
奈
良
県
月
ヶ
瀬
村
（
現

奈
良
市
）、
滋
賀
県
愛
知
郡
秦
荘
町
（
現

愛
荘
町
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
県
の
織
物
と
い
え
ば
越
後
上
布
が

あ
り
ま
す
。
原
料
は
苧ち

ょ
ま麻
で
す
が
、
江
戸

時
代
に
は
仲
買
人
に
よ
っ
て
岩
島
麻
の
取

引
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
で
は
、
江
戸
時
代
に
幕
府
に
献

上
さ
れ
た
五
郎
丸
布
や
八
講
布
と
呼
ば
れ

た
麻
布
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
時
代
以

降
そ
の
名
産
地
の
町
名
か
ら
福
光
麻
布
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

福
光
町
に
所
在
す
る
西
山
家
で
は
岩
島

麻
を
購
入
し
た
記
録
が
あ
り
、
こ
の
福
光

麻
布
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

石
川
県
の
誇
る
伝
統
技
術
で
も
あ
る
能

登
上
布
で
も
そ
の
原
糸
と
し
て
麻
が
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
甘
楽
郡
と
吾
妻
郡
で
買

い
付
け
ら
れ
、
岩
島
麻
で
は
黄
金
、
満
月

と
い
っ
た
麻
が
取
引
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
能
登
上
布
の
発
展
の
１
つ
に
無
地
物

か
ら
鎬
絣
へ
の
転
化
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ

の
糸
に
岩
島
麻
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

の
は
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

奈
良
県
の
旧
月
ヶ
瀬
村
で
は
奈
良
晒
と

い
う
伊
勢
神
宮
の
御
料
布
と
な
っ
た
織
物

が
あ
り
、
こ
ち
ら
に
も
岩
島
の
麻
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
々
は
苧
麻
が
利
用

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
コ
ス
ト
な
ど

の
関
係
か
ら
麻
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。

　

近
江
上
布
の
名
で
著
名
な
滋
賀
県
愛
知

郡
愛
荘
町
。
こ
こ
で
明
治
時
代
か
ら
問
屋

を
営
ん
で
い
た
お
宅
か
ら
近
年
岩
島
か
ら

麻
を
購
入
し
た
記
録
と
そ
の
荷
札
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

の
文
書
に
は
「
吾
妻
郡
岩
下
」
と
あ
り
、

麻
取
引
所
の
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
昭
和
期
の
取
引
を
示
し
た
荷
札
に
は

は
っ
き
り
と
吾
妻
郡
岩
島
村
や
坂
上
村
と

記
載
さ
れ
、
東
吾
妻
町
の
麻
と
近
江
上
布

の
直
接
的
な
結
び
つ
き
が
確
認
さ
れ
た
貴

重
な
事
例
で
す
。

●
麻
が
繋
げ
た
結
び
つ
き

　

岩
島
麻
保
存
会
で
は
過
去
に
三
町
合
同

企
画
展
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
原
材
料
で
あ
る
麻
繊
維
（
岩
島

麻
、
東
吾
妻
町
）
か
ら
、
織
り
（
近
江
上

布
、
滋
賀
県
愛
荘
町
）、
染
め
（
藍
染
め
、

徳
島
県
藍
住
町
）
と
い
う
各
工
程
に
併
せ

て
関
連
す
る
自
治
体
と
と
も
に
原
材
料
か

ら
織
物
へ
の
流
れ
を
見
て
い
た
だ
く
展
示

会
と
し
て
企
画
さ
れ
、
平
成
21
～
25
年
度

に
か
け
て
東
京
都
渋
谷
区
と
各
町
を
巡
り

ま
し
た
。
５
年
間
で
お
よ
そ
５
千
人
の
来

場
者
が
あ
り
、
様
々
に
岩
島
麻
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

三
町
は
防
災
協
定
を
結
ぶ
に
至
り
ま
し

た
。
ま
さ
に
麻
に
よ
っ
て
紡
が
れ
た
縁
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
岩
島
麻
は
全
国
の
著
名
な

布
に
利
用
さ
れ
、
地
域
と
地
域
を
繋
ぐ
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
岩
島

麻
保
存
会
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
技
術
が
守

ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
東
吾
妻
町
を
代
表

す
る
文
化
財
の
１
つ
と
し
て
ぜ
ひ
皆
さ
ま

に
も
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

※
本
記
事
に
は
故
丸
山
不
二
夫
氏
の
著
作

　

で
あ
る
『
上
州
岩
島
の
精
麻
を
追
っ

　

て
』　
（
２
０
０
２
年
刊
行
）
を
参
考
に

　

し
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
は
近
江
上
布

　

伝
統
産
業
会
館
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き

　

ま
し
た
。

↑麻仕切書

 

伝
統
技
術
を
守
る
と
い
う
こ
と
（
２
）

～
岩
島
麻
の
行
き
先
、
地
域
と
地
域
を
結
ぶ
も
の
～
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＝新着図書情報＝
■おすすめの一冊

『深夜廻』…………………… 日本一ソフトウェア　著
　夏休みが終わるころにふたりの少女、ユイとハル
は裏山へ花火を見に出かけました。「２人で花火を

見るの、今年でさいごだ
ね…。」夜が更け帰り道が
わからなくなってしまっ
たふたりは、繋いでいた
手を離した隙にはぐれて
しまいました。不気味な
夜の街でお互いを探し、
彷
さ ま よ

徨い歩くユイとハル。
２人の未来に、待ち受け
るものとは…。

■一般図書
『エコクラフトで楽しく脳活性』… ブティック社　著
『冷凍レシピＢＥＳＴ 200』… eicooking 編集部　著
『送り火』……………………………… 高橋　弘希　著
『焦土の刑事』………………………… 堂場　瞬一　著
『ファーストラヴ』…………………… 島本　理生　著
『竹林精舎』…………………………… 玄侑　宗久　著
『絵金、闇を塗る』…………………… 木下　昌輝　著

■児童図書
『ヒマワリの絵本』………………… かねここうじ　著
『ふたご探偵①』……………… ペニー・ワーナー　著

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報

◆８月 11 日にひがしあがつま夏まつりに参加し
て、子どもたちとふれあい、会場を盛り上げました。

■問い合わせ先　役場地域政策課（☎ 68-2111）

水仙ちゃんの活動報告 『岩櫃城跡総合調査報告書』の販売
　町教育委員会が岩櫃城跡の国指定史跡化を目指
して行っている学術調査成果が総合調査報告書と
して刊行されました。平成 25 年度から行われた発
掘調査を中心に岩櫃城跡を分析するため多岐にわ
たった調査内容を集録したものです。
　この報告書について９月５日より販売を開始し
ます。多くの成果を挙げた調査内容を報告してお
りますので広く皆さまにご活用いただければ幸い
です。なお町ホームページも併せてご覧ください。
■書　名　『岩櫃城跡総合調査報告書』
■仕　様　Ａ４判 324 頁　988.5g
■販売場所　中央公民館、町教育委員会
■販売価格　2,500 円
■問い合わせ先
　町教育委員会教育課（☎ 59-3370 担当  吉田智哉）

東吾妻町公民館教養講座
「土偶教室」作品報告

　７月 21 日に岩島公民館で開催された土偶教室の
作品が約３週間にわたって完成しましたので報告し
ます。土偶は成形してすぐに焼くことができないた
め、完全に乾燥させてから焼き工程に移ります。完
成した作品の一部をご紹介します。

■問い合わせ先　岩島公民館　（☎ 67-2001）
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８
月
の
異
常
と
も
い
え
る
暑
さ
は
一
段

落
し
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
夏
バ
テ
、
熱
中

症
な
ど
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
皆
さ
ん
経

験
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
夏
場
の
食
事
、
水
分
摂
取
に
つ
い

て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
水
分
に
関
し
て
で
す
が
、
水
分
と

し
て
真
水
や
お
茶
を
飲
む
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
逆
効
果

で
す
。
０
・
１
～
０
・
２
％
の
食
塩
、
２
・

５
％
程
度
の
糖
濃
度
が
含
ま
れ
る
水
分

が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
そ
れ
っ

て
、
ど
れ
く
ら
い
塩
と
砂
糖
を
入
れ
れ
ば

よ
い
の
？
」
と
思
わ
れ
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
簡
単
な
溶
液
の
作
り
方
を
お
伝
え

し
ま
す
。
水
１
ℓ
に
食
塩
３
ｇ(

小
さ
じ

０
・
５)

、
砂
糖
40
ｇ(

大
さ
じ
４
・
５)

を

混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、
体
液

に
近
い
濃
度
の
飲
料
水
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
の
ど
が
渇
く
前
に
飲
む
、
こ
ま
め
に

少
し
ず
つ
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
理
想

は
一
日
に
１
・
５
～
２
・
０
ℓ
の
水
分
摂
取

で
、
1
回
に
飲
む
量
は
３
０
０
㎖
く
ら
い

ま
で
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
温

は
５
～
15
℃
く
ら
い
で
す
。
作
る
の
が
面

倒
だ
と
い
う
方
は
、
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
で
も
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
糖
分
が
多
い

の
で
、
水
で
薄
め
て
飲
む
と
身
体
へ
の
吸

収
が
よ
く
な
り
ま
す
。
最
近
は
経
口
補

水
液
も
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
脱

水
や
熱
中
症
に
な
っ
た
と
お
感
じ
の
時
は

そ
ち
ら
も
大
変
有
効
で
す
。

　

続
い
て
、
夏
場
に
よ
い
食
事
に
つ
い

て
の
内
容
で
す
。「
旬
の
食
べ
物
は
、
そ

の
時
期
に
人
間
が
必
要
な
栄
養
素
を
補

う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
き
ゅ
う
り
や
ト
マ

ト
な
ど
の
夏
野
菜
は
身
体
の
熱
を
下
げ
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
赤
ピ
ー
マ
ン

な
ど
の
カ
ラ
フ
ル
な
夏
野
菜
に
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
身
体
の
免

疫
力
を
高
め
て
く
れ
た
り
、
紫
外
線
対
策

に
も
有
効
で
す
。
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
な
ど

の
果
物
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
の

に
有
効
で
す
。
夏
場
は
そ
う
め
ん
な
ど
の

炭
水
化
物
を
食
べ
る
機
会
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
の
で
、
炭

水
化
物
の
摂
取
は
大
切
で
す
が
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
が
不
足
す
る
と
効
率
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
さ
れ
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
や
豚
肉
、
豆
腐
、
ウ
ナ
ギ
な

ど
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

食
物
も
、
炭
水
化
物
と
一
緒
に
摂
取
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
少
し
経
て
ば
涼
し
く
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
有
効
的
な
水
分
・
食
事
摂

取
で
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

暑
い
日
の
食
事
、
水
分
摂
取
に
つ

い
て

★「９月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

9/2
休診

3 4
午後
定期
往診

5
休診

6
午後
定期
往診

7
午後
定期
往診

8
休診

9
休診

10 11 12
休診

13 14 15
休診
　

16
休診

17
休診

18 19
休診

20 21
午後
個別
接種

22
休診
　

23
休診

24
休診

25 26
休診

27 28 29
休診

30
休診

10/1 2 3
休診

4
午後
健診

5 6
休診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊当院では予約診療を行っています。定期受診の方は予 

約での診療をお願いします。

■受付時間　午前…８:30 ～ 11:45　午後…14:00 ～ 17:00

■連  絡  先　☎ 59-3010 ／ FAX  59-3161

　「頭の元気度測定」してみませんか？　

　i-pad を使用し、頭の元気度を簡単に測定できます。画面の光る順番を覚えるだけですので、操作も難しくあ
りません。毎月行われている健康相談日に併せて実施しますので、お気軽にご利用ください（要予約）。

■日時　
　広報お知らせカレンダーに記載されている
　健康相談日
■場所
　保健センターまたは、
　あづま農村環境改善センター

■その他　
　測定を希望される方は健康相談日の 1 週間前まで
に予約をお願いします。相談日以外の日を希望され
る方は、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　
包括支援センター ( ☎ 68-0200　 担当  小池歩）
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■
大
規
模
災
害
と
口
腔
ケ
ア

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
群
馬

県
も
過
去
に
は
幾
度
と
な
く
、
大
き
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
事
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
筆
者
は
子
ど
も
の
頃
、
祖
母
か

ら
、
昭
和
10
年
の
台
風
災
害
の
話
を
聞

か
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
至
る
所
で
、

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
多
く

の
家
屋
が
流
さ
れ
、
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
豪
雨
災
害
は
、
い
つ
起
こ
っ

て
も
お
か
し
く
な
く
、
巨
大
地
震
の
発

生
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
万
が
一

の
備
え
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
、
災
害
時
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア

の
意
義
が
報
告
さ
れ
、
大
規
模
災
害
時

に
は
、
歯
科
医
師
会
な
ど
を
中
心
に
歯

科
保
健
医
療
支
援
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
は
大
規
模
災
害

時
に
お
い
て
、
命
を
守
る
大
切
な
方
法

の
一
つ
で
す
。「
備
え
あ
れ
ば
患
い
な

し
」
と
申
し
ま
す
。
今
回
は
、
大
規
模

災
害
と
口
腔
ケ
ア
の
関
わ
り
時
に
つ
い

て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
震
災
関
連
死
と
誤
嚥え

ん

性
肺
炎

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５

年
）
で
は
、
震
災
関
連
死
の
原
因
で
最

多
を
占
め
た
の
が
肺
炎
（
24
％
）
で
し

た
。
こ
う
し
た
肺
炎
の
多
く
は
、
口
の

中
の
細
菌
を
原
因
と
す
る
、
要
介
護
高

齢
者
に
多
い
誤
嚥
性
肺
炎
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
や
口
腔
ケ
ア

用
品
な
ど
の
不
足
か
ら
、
歯
と
口
の
衛

生
管
理
が
悪
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
適
切
な
口
腔
ケ
ア
を
行
う
事
は
、

誤
嚥
性
肺
炎
の
発
症
を
予
防
す
る
事
か

ら
、新
潟
県
中
越
地
震
（
２
０
０
4
年
）、

東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
年
）
な
ど

の
大
規
模
災
害
で
は
被
災
地
域
や
避
難

所
で
の
巡
回
口
腔
ケ
ア
活
動
が
積
極
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
災
害
時
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア

　

災
害
時
に
お
け
る
、
お
口
の
ケ
ア
に

つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
（
図
１
、２
）。

日
本
歯
科
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
詳
し
い
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

唾
液
に
は
口
の
中
を
洗
い
流
す
働
き
が

あ
り
ま
す
。
耳
の
下
や
頬
、
あ
ご
の
下

を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
唾
液
が
出
や
す

く
な
り
ま
す
。
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
を

噛
む
事
も
効
果
的
で
す
。

■
お
わ
り
に

　

今
回
ご
紹
介
し
た
方
法
は
、
日
常
の

歯
と
口
の
お
手
入
れ
の
方
法
で
は
な

く
、
災
害
と
い
う
非
常
事
態
に
お
け
る
、

命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
方
法
で
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
町
な
ど
行
政
が
発
表

し
て
い
る
情
報
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
日
ご
ろ
か
ら
万
が
一
に
備
え
た
準

備
を
整
え
て
お
く
事
が
重
要
で
す
。
そ

し
て
、
歯
と
口
の
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
非
常
事

態
に
備
え
た
準
備
を
行
っ
て
お
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
参
考
文
献

　
「
災
害
時
の
歯
科
保
健
医
療
対
策
」

　

一
世
出
版
刊

　
「
ぐ
ん
ま
の
自
然
と
災
害
」

　

上
毛
新
聞
社
刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１ 

担
当    

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
大

規
模
災
害
と
口
腔
ケ
ア
」
で
す
。

40. 大規模災害と口腔ケア

■図１　災害時におけるお口のケア（水がない場合）

・うがい薬などで、15 秒間ブクブクうがいを行う
・ハンカチやティッシュで歯や口の汚れを拭いとる
・シュガーレスガムなどを噛み、唾液の分泌を促す
・口の体操や、マッサージで唾液の分泌を促す
　「あ」「い」「う」を発音し、口を大きく動かす
　口を開いた状態で舌を出し、上下左右に動かす
　頬を膨らませたり、すぼめたりする動作を繰り返す
　耳の下やあごの下などをマッサージし、唾液腺を刺激する

■図２　災害時におけるお口のケア
　　　　（水が少ない時の歯みがき）

・少量の水（30㎖）を用意する
・水で歯ブラシを濡らして、歯みがきをする
・ペースト状の歯磨き剤は使用しない
・ 歯ブラシについた汚れは、ティッシュなどでふき取る
・水を少しずつ口に含み、２～３回にわけてうがいをする
・液体歯磨き剤や、うがい液があれば、水の代わりに用い
   てもよい
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９月の予防接種日程表
❶東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　 担当  野山しのぶ

９月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　 担当  篠原　萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）　 担当  富塚和香奈
●会場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ・ペンギン：保健センター

（＊印のついたサークルはどちらかの会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　当　　児　（者）

９月 12 日㈬

はっぴい歯科健診 13:30 ～ 13:45

平成 26 年８・９月、平成 28 年８・９月生まれ

13 日㈭ 平成 26 年２・３月、平成 27 年２・３月生まれ

14 日㈮ 平成 25 年２・３・８・９月、平成 28 年２・３月生まれ

19 日㈬ １歳６カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年１・２月生まれ

20 日㈭ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

26 日㈬

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年５月生まれ

７カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年２月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年８月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　当　　児　　（者）

９月３日㈪  ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

10 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

18 日㈫ ラッコクラブ 9:30 ～ 9:45 ４カ月から２歳までの子どもと保護者

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　当　　児　　（者）

９月 21 日㈮ 第６回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30
「予防接種のお知らせ」を参照してください

９月 14 日㈮までに申し込んでください

期　日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

９日㈰ 吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

布施医院
（草津☎ 0279-88-2030）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

16 日㈰ 後藤医院
（中之条☎ 75-2230）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

17 日㈪ けんもち医院
（中之条☎ 75-5155）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

23 日㈰ 小池医院
（岩下☎ 67-2030）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

24 日㈪ 吾妻脳外循環科
（原町☎ 68-5211）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

30 日㈰ くりはら医院
（原町☎ 68-0355）

長生病院
（長野原☎ 0279-82-2188）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

９月の当番医予定表
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乳がん検診のご案内
　今年度の乳がん検診が 10 月２日㈫から始まります。３月の検診希望調査で申し込まれた人には、随時通知を
お送りしますので受診してください。なお、検診日は毎週火曜日です。

■検診場所　原町赤十字病院
■検診期間　平成 30 年 10 月～平成 31 年１月
　（通知発送順：坂上→東→太田→原町→岩島）
■対象者
①今年度 40 歳以上で偶数年齢の人
② 40 歳以上で昨年度検診を受けていない奇数年齢の人
■検査内容　問診、マンモグラフィ（Ｘ線撮影）

■費用　1,000 円
（乳がんクーポン該当者は無料。該当者には５月に配布済）

※申し込みをされていない方で受診を希望される方
は、保健センターまでご連絡ください。

■問い合わせ先
　保健センター
　（☎ 68-5021　 担当  富塚和香奈・角田友紀）

案内
　

い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
、「
健
康
」
は
と
て
も
大
切
で
す
。
健
康

づ
く
り
の
３
本
柱
は
「
食
事
・
運
動
・
睡
眠
」

で
す
が
、
食
事
は
つ
い
つ
い
女
性
ま
か
せ
と

い
う
男
性
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
男
性
を
対
象
に
４
回
コ
ー
ス
で
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
全
日
程
参
加
や
希
望

日
の
み
の
参
加
で
も
大
丈
夫
で
す
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
会　

場　

中
央
公
民
館
１
階
生
活
改
善
室

■
対　

象　

町
内
在
住
の
方

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

　

各
回
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
の
た
め
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

　

り
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ
・
手
ふ
き
タ
オ
ル

■
主
催

　

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当 

菊
地
薫
）　

■日時・内容・定員　※各回必ず申し込みをしてください。

開　催　日　時 内　容（都合により変更する場合があります） 定　員

第１回	 10 月 17 日㈬
10:00 ～ 13:00

（受付：９:45 ～ 10:00）

◇ミニ講話：食事バランスって何？
★調理実習
　サバ缶のピリ辛そぼろ丼・いわびつ汁・りんご風味の上
　州きんぴら　ほか

16 名

第２回	 11 月 20 日㈫
10:00 ～ 13:00

（受付：９:45 ～ 10:00）

◇ミニ講話：低栄養を知って予防！
★調理実習
　手作りギョウザ・ほうれん草サラダ・変わり豚汁　ほか

16 名

第３回　12 月５日㈬
10:00 ～ 13:00

（受付：９:45 ～ 10:00）

◇ミニ講話：食材の保存のコツ
★調理実習
　昔ながらの郷土料理（おきりこみ・卯の花炒り　ほか）

16 名

第４回	 １月 24 日㈭
10:00 ～ 13:00

（受付：９:45 ～ 10:00）

◇ミニ講話：共食のススメ
★調理実習
　おもてなし料理（メニューは当日のお楽しみ♪）

16 名

「
男
性
の
料
理
教
室
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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Information

　

町
で
は
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
の
死

亡
率
が
県
・
郡
に
比
べ
高
く
、
高
血
圧

の
医
療
費
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
の
結
果
、
脳
血
管

疾
患
や
心
疾
患
の
原
因
に
も
な
る
「
生

活
習
慣
病
」
に
つ
な
が
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

お
よ
び
そ
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ

れ
た
人
の
割
合
が
、
受
診
者
全
体
の
３

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

食
生
活
や
運
動
習
慣
な
ど
、
生
活
習
慣

の
あ
り
方
と
深
く
関
連
し
て
い
ま
す
。

健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
に
は
、
よ

い
食
生
活
を
お
く
る
こ
と
や
、
運
動
習

慣
の
定
着
、
ま
た
、
定
期
的
な
健
康
診

査
の
受
診
を
し
て
早
期
発
見
に
努
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
健
康
寿
命
（
認
知

症
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
で
生
活
で

き
る
期
間
）
の
延
伸
を
目
指
し
、
自
分

に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
に
新
た
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

★
プ
ラ
ス
10
分
今
よ
り
多
く
身
体
を
動

　

か
そ
う

　

運
動
を
新
た
に
実
行
す
る
の
は
な
か

な
か
お
っ
く
う
な
も
の
で
す
。
そ
ん
な

と
き
は
「
な
が
ら
運
動
」
が
オ
ス
ス
メ

で
す
。
少
し
遠
回
り
し
て
早
歩
き
で
外

出
す
る
、
掃
除
や
洗
濯
を
い
つ
も
よ
り

キ
ビ
キ
ビ
と
行
う
、
買
い
物
す
る
と
き

駐
車
場
は
お
店
か
ら
離
れ
た
場
所
に
止

め
て
歩
く
よ
う
に
す
る
な
ど
な
ど
…
。

今
よ
り
10
分
多
く
身
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。

★
毎
日
プ
ラ
ス
一
皿
の
野
菜
を
！

★
美
味
し
く
減
塩
１
日
マ
イ
ナ
ス
２
ｇ
！

★
食
事
を
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
良
く

★
毎
日
の
く
ら
し
にw

ith

ミ
ル
ク

【
今
す
ぐ
家
族
み
ん
な
で
カ
ン
タ
ン
減
塩

の
コ
ツ
】

・
め
ん
類
の
汁
は
飲
ま
な
い
！
め
ん
類

を
食
べ
る
回
数
を
減
ら
す
。

・
し
ょ
う
ゆ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
食
材

に
か
け
ず
に
「
つ
け
て
」
食
べ
る
。

・
魚
は
、
干
物
・
塩
鮭
な
ど
の
塩
蔵
魚

よ
り
、
生
の
魚
で
減
塩
す
る
。

・
家
庭
の
味
付
け
を
チ
ェ
ッ
ク
！
外
食
と

比
べ
て
家
庭
の
味
は
薄
味
で
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当 

菊
地
薫
）

　

案内

９
月
は
健
康
増
進
月
間
で
す　

１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
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町からのお知らせ

調査会社の職員が皆さまの土地に立ち入り現地調査する場合があります
　群馬県では ｢土砂災害防止法｣ に基づき、土砂災害警戒区域について既に全域で完了しておりますが、概ね
５年に１度、指定区域の見直しを行うことになっており、今年度、対象箇所についての現地調査を行います。
つきましては、調査会社の職員が皆さまの土地に立ち入って、現地調査をする場合がありますので、ご理解・
ご協力をお願いします。なお、調査員は、群馬県発行の身分証明証を携帯して現地調査を行います。
■問い合わせ先
　発注者：中之条土木事務所　企画調査係（☎ 75-3047）
　調査会社：株式会社　パスコ　（☎ 03-5728-7181）
　　　　　　三井共同建設コンサルタント株式会社（☎ 03-6417-3223）

■日時・会場
実　施　日 　実　施　場　所 時　間

10 月 10 日㈬

岡崎公民館 9:15 ～ 9:25

箱島公民館 9:40 ～ 9:50

五町田公民館 10:05 ～ 10:15

平高集会所 10:30 ～ 10:40

奥田公民館 10:50 ～ 11:00

新巻公民館 11:10 ～ 11:20

泉沢公民館 12:55 ～ 13:05

小泉会館 13:15 ～ 13:25

太田出張所 ( 公民館 ) 13:35 ～ 13:45

岩井公民館　 13:55 ～ 14:05

内出公民館 14:15 ～ 14:25

10 月 11 日㈭

東吾妻町役場庭 8:55 ～ 9:10

原町小学校正門付近 9:20 ～ 9:35

矢倉多目的集会施設 9:50 ～ 10:00

岩島出張所 ( 公民館 ) 10:10 ～ 10:25

（三島）大沢集会所 10:35 ～ 10:45

（厚田）新井集会所 11:00 ～ 11:10

大戸区公民館 12:50 ～ 13:00

萩生区民会館 13:15 ～ 13:25

坂上出張所 ( 公民館 ) 13:40 ～ 13:50

須賀尾公民館 14:05 ～ 14:15

大柏木公民館 14:35 ～ 14:45

10 月 14 日㈰

東支所 9:10 ～ 9:25

太田出張所 ( 公民館 ) 9:35 ～ 9:50

東吾妻町役場庭 10:00 ～ 10:15

岩島出張所 ( 公民館 ) 10:40 ～ 10:55

坂上出張所 ( 公民館 ) 11:15 ～ 11:30

　

平
成
30
年
度
の
集
合
狂
犬
病
予
防
補

完
注
射
を
次
の
日
程
・
会
場
で
実
施
し

ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、

ど
の
会
場
で
も
予
防
注
射
お
よ
び
新
規

登
録
が
で
き
ま
す
。
な
お
犬
を
飼
う
場

合
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
町
へ
の
犬
の

登
録
（
生
涯
に
一
回
）
と
狂
犬
病
予
防

注
射
（
年
一
回
）
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
都
合
に
よ
り
期
間
内
に

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
最
寄
り

の
動
物
病
院
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

平
日
は
、
お
仕
事
な
ど
で
都
合
が
付

か
な
い
飼
い
主
様
が
増
え
て
ま
い
り
ま

し
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
日
曜

日
を
設
け
ま
し
た
。
平
日
に
ご
無
理
を

し
て
、
ご
高
齢
の
方
が
飼
い
主
様
の
代

わ
り
に
集
団
接
種
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
日
曜
日
の
接

種
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
手
数
料

　

注
射
の
み
…
３
、４
０
０
円

　

登
録
お
よ
び
注
射
…
６
、４
０
０
円

■
必
要
な
物

　

通
知
ハ
ガ
キ

　
（
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
）

※
通
知
ハ
ガ
キ
は
９
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

す
で
に
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
犬
や
お

飼
い
で
な
い
犬
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当 

田
村
徹
）

犬
の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
補
完
注
射
の
ご
案
内

案内
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Information

【
通
知
カ
ー
ド
】

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
皆
さ
ん
に
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。
カ
ー
ド
に
は
、
個
人
番

号
の
ほ
か
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
番
号
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
再
交
付
申
請

　

紛
失
な
ど
し
た
場
合
、
再
交
付
申
請

が
で
き
ま
す
。
申
請
は
、
役
場
町
民
課

窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。
再
発
行
手
数

料
は
５
０
０
円
で
す
。
お
お
よ
そ
４
週

間
後
に
簡
易
書
留
で
ご
自
宅
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
】

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
本
人
の
希
望
（
申

請
）
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
、
有
効
期
間
、
個
人
番
号

な
ど
が
記
載
さ
れ
る
ほ
か
、
顔
写
真
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
本
人
確
認
を
す
る
た

め
の
書
類
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ド
内
に
は
電
子
証
明
書

が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
希
望
に
よ
り

非
搭
載
に
で
き
ま
す
。）
署
名
用
の
電
子

証
明
書
（e-Tax

な
ど
で
使
用
）
と
利
用

者
証
明
用
の
電
子
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
な
ど
へ
ロ
グ
イ
ン
）
の
２
種
類
と

な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

通
知
カ
ー
ド
と
一
体
と
な
っ
た
交
付

申
請
書
に
署
名
、
写
真
の
貼
付
な
ど
を

し
て
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

手
続
き
は
、
役
場
町
民
課
窓
口
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

■
受
取
方
法

　

申
請
か
ら
お
お
よ
そ
４
週
間
後
に
、

町
か
ら
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
送

付
し
ま
す
。
交
付
通
知
書
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
や
旅
券
な
ど
）、
通

知
カ
ー
ド
（
必
ず
返
納
）、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）
を
忘

れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
交
付
の
際

に
、
暗
証
番
号
設
定
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
検
討
の
う
え
お
越
し
く
だ

さ
い
。
交
付
場
所
は
、
役
場
町
民
課
窓

口
で
す
。

■
発
行
手
数
料

　

初
回
の
発
行
手
数
料
は
、
無
料
（
当

面
の
間
）
で
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

紛
失
な
ど
し
た
場
合
の
再
発
行
手
数
料

は
、
８
０
０
円
で
す
。
併
せ
て
、
電
子

証
明
書
の
再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
別
途
２
０
０
円
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
有
効
期
間

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、

20
歳
以
上
の
人
が
10
回
目
の
誕
生
日
ま

で
、
20
歳
未
満
の
人
が
５
回
目
の
誕
生

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　
（
内
線 

１
１
7

　
　
　
　

担
当 

角
谷
俊
一
・
小
林
恵
太
）

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
の
ご
案
内

案内

昭和 18 年 10 月２日～ 11 月１日生まれの方へ

75 歳になる方へ
　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。
９月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑
色の封筒で郵送しますので、ご確認ください。保
険料普通徴収第３期分の納期限は 10 月１日ですの
で該当の方はお忘れなく。
■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
　　　　　　　　（ 内線  116　 担当  鳥山典子）

65 歳になった方へ
（昭和 28 年８月２日～９月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線  122　 担当  荒木聡子）

　
「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、
群
馬
弁
護

士
会
の
弁
護
士
が
無
料
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
30
年
10
月
1
日
㈪

　
　
　
　

13
時
～
16
時

■
会
場　

役
場
３
階
委
員
会
室

■
相
談
内
容
の
例

・
借
金
が
増
え
て
返
し
き
れ
な
い

・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
で
相
談
し
た
い

・
訪
問
販
売
で
押
し
売
り
さ
れ
た
な
ど

■
そ
の
他

　

１
人
30
分
の
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

行
政
振
興
係

　
（
内
線 

２
３
３

　

担
当 
三
枝
律
子･

根
津
俊
明
）

群
馬
弁
護
士
会
一
斉
無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て

案内
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町からのお知らせ

　

東
吾
妻
町
母
子
寡
婦
会
で
は
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
母
子
・
父

子
家
庭
の
慰
安
と
交
流
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

平
成
30
年
10
月
28
日
㈰

■
行
き
先　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

■
参
加
費

・
大
人 

４
千
円 

・
子
供 

２
千
円
（
高
校
生
ま
で
）

※
バ
ス
代
、
入
場
料
（
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

　

を
含
み
ま
す
。

■
対
象

　

町
内
在
住
の
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子

　

(

町
母
子
寡
婦
会
に
入
会
の
方
に
限
る)

■
定
員　

親
子
合
わ
せ
て
25
名（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
時
に
、参
加
者
全
員
の
氏
名
、連
絡
先
、

バ
ス
乗
車
場
所
、 

子
供
の
年
齢
お
よ
び

学
年
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間　

９
月
10
日
㈪
～
28
日
㈮

■
そ
の
他

・
飲
食
代
は
全
て
参
加
者
の
自
己
負
担

   

と
な
り
ま
す
。 

・
バ
ス
車
内
は
全
席
禁
煙
と
し
ま
す
。
座

   

席
に
希
望
の
あ
る
方
は
、
申
込
時
に
お

   

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

・
行
き
は
６
時
30
分
に
町
内
出
発
、
帰

  

り
は
19
時
ご
ろ
に
現
地
出
発
を
予
定

   

し
て
い
ま
す
。

・ 

詳
し
い
日
程
な
ど
は
、後
日
通
知
し
ま
す
。

■
企
画
立
案
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

町
母
子
寡
婦
会
事
務
局

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
（
☎
68
・
２
７
７
２　

担
当 

上
原
）

■
旅
行
企
画
・
実
施

　

ロ
ー
ズ
ク
イ
ー
ン
交
通
（
株
）
本
社
営
業
所

　

群
馬
県
知
事　

登
録　

旅
行
業

　

第
３
―
４
５
９
号

　

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
：武

藤
宏
道

平
成
30
年
度
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

案内

　

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限
は
、

平
成
30
年
９
月
30
日
㈰
ま
で
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
に
世

帯
主
宛
に
世
帯
全
員
分
を
同
封
し
て
郵

送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、氏
名
、

注
意
事
項
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
現
在

使
用
し
て
い
る
保
険
証
は
、
町
民
課
へ

返
却
す
る
か
、
各
世
帯
で
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
を
ま
か
な

う
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
国
保
税

を
滞
納
す
る
と
有
効
期
限
の
短
い
「
短

期
被
保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
そ
の
他
特

別
の
事
情
が
な
い
の
に
１
年
以
上
国
保

税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
保
険

証
の
代
わ
り
に
「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
証
明

書
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書
で
す
が
、
医
療
機

関
で
受
診
す
る
場
合
は
、
医
療
費
を
全

額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後

日
、
町
民
課
国
保
担
当
へ
申
請
す
る
こ

と
で
、
保
険
給
付
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま

す
が
、
国
保
税
の
滞
納
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
も
国
保
税
は
納
期
ま

で
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課　

国
保
年
金
係

　
（
内
線 

１
１
６　

担
当 

武
藤
大
輔
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

案内

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では、町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修
工事などを行う場合工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係

　　　　　（ 内線  242　 担当  佐藤祐介・小山日出映）

家屋を新築・増築または取り壊した方は
ご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。
■連絡・問い合わせ先
　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　（ 内線  134　 担当  須田泰友）
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Information

　

町
道
を
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
、

町
道
に
架
か
る
２
ｍ
以
上
の
橋
梁
の
定

期
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

　

橋
長
２
ｍ
以
上
の
橋
梁
は
定
期
点
検

を
５
年
に
一
度
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
近
接
目
視
に
よ
り

行
う
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
触
診
や
打
音
な
ど
の
検

査
を
実
施
す
る
た
め
、
一
部
の
橋
梁
で

は
高
所
作
業
車
や
橋
梁
点
検
車
を
使
用

し
て
点
検
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

点
検
中
は
全
面
通
行
止
め
や
片
側
交
互

通
行
な
ど
の
規
制
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
地
区
に
お
住
ま
い
の

方
に
は
別
途
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
今
年
度
点
検
地
区

　

東
地
区
の
一
部
、
岩
島
地
区
の
一
部
、

坂
上
地
区
の
一
部

■
点
検
期
間　

平
成
30
年
12
月
下
旬
ま
で

■
点
検
業
者

　
（
公
財
）
群
馬
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
、

　
（
株
）
Ｉ
Ｄ
Ａ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課　

建
設
維
持
係

　
（
内
線 

５
１
３　

担
当 

小
林
路
尚
）

橋
梁
定
期
点
検
を
実
施
し
ま
す

案内

吾妻都市計画道路の変更決定について
　吾妻都市計画道路３･ ４･ ２号原町仲通り線ほか５路線
の都市計画の変更が決定しましたので、都市計画法第 20
条第２項の規定により縦覧を行います。
■縦覧場所
　役場建設課都市計画係および群馬県都市計画課
■問い合わせ先
　役場建設課　都市計画係　（ 内線  519　 担当  加部貴宏）

変更路線名

3・4・2 号原町仲通り線 （県決定）

3・4・3 号植栗線 （県決定・大臣同意）

3・4・4 号槻木稲荷城橋線 （県決定）

3・4・5 号原町駅南口線 （県決定・大臣同意）

3・5・8 号原町南通り線 （町決定）

3・6・9 号植栗川戸線 （県決定・大臣同意）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
診
査
（
集

団
健
診
）
の
追
加
健
診
を
行
い
ま
す
。

６
月
か
ら
７
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
30
年
10
月
18
日
㈭
９
時
～
11
時

■
内
容

①
健
康
診
査

・
40
歳
以
上
お
よ
び
30
歳
・
35
歳
は
無
料

・
40
歳
未
満
は
千
円

②
結
核
・
肺
が
ん
検
診

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
み
…
40
歳
以
上
は

無
料
、
40
歳
未
満
は
２
０
０
円

・
喀か
く
た
ん痰
検
査
実
施
者
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

当
日
申
し
込
み
）･･･

５
０
０
円

※
65
歳
以
上
の
方
は
年
に
１
回
の
レ
ン

　

ト
ゲ
ン
検
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
前
立
腺
が
ん
検
診　

５
０
０
円

　
（
50
歳
以
上
の
男
性
希
望
者
）

④
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査　

無
料

　
（
原
則
40
歳
の
希
望
者
）

※
今
回
の
健
診
の
通
知
が
あ
ら
た
め
て

出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
月
下

旬
ご
ろ
、　

希
望
者
に
は
通
知
が
届
い

て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み
の
上

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
各
種
受
診
票

を
な
く
さ
れ
た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１

　

担
当 

野
山
し
の
ぶ
・
角
田
友
紀
）

健
康
診
査
《
集
団
健
診
》
追
加
健
診
に
つ
い
て

案内
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町からのお知らせ

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村
を
経
由

し
て
県
知
事
あ
て
に
届
け
出
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
面
積

・
市
街
化
区
域
内
…
２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

…
５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
…
１
万
㎡
以
上

■
届
出
期
間

　

売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
２
週
間
以
内

■
届
出
先

　

売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る
市
役
所
・

町
村
役
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
地
域
政
策
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
６
６
）

 　

役
場
企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（
内
線 
２
２
２　

担
当 

福
原
郁
馬
）

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

案内
　

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

住
ま
い
に
関
す
る
計
画
や
施
策
に
利
用

さ
れ
ま
す
。
回
答
内
容
は
、
統
計
以
外

の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
正
確
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
基
準
日　

平
成
30
年
10
月
1
日
㈪

■
対
象

　

市
町
村
毎
に
無
作
為
に
選
び
出
さ
れ

た
世
帯

■
調
査
内
容　

　

住
宅
の
広
さ
や
設
備
、
敷
地
の
広
さ
、

住
宅
・
土
地
の
所
有
状
況
な
ど

■
調
査
方
法

　

調
査
員
が
９
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬

ま
で
の
間
に
調
査
世
帯
を
訪
問
し
調
査

票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

※
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
回
答

　

で
き
ま
す
。

   （http://w
w

w
.stat.go.jp/data/

    jyutaku/h30cam
paign/index.htm

l

）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

広
報
統
計
係

　
（
内
線 

２
２
３　

担
当 

青
木
秀
美
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

案内
　

町
で
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
不
適
切

な
管
理
を
解
消
し
、
有
効
利
用
を
よ
り

一
層
促
進
す
る
た
め
、
巡
回
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
７
月
24
日
か
ら
26
日
に
、

町
職
員
お
よ
び
関
係
機
関
に
よ
り
、
対

象
と
な
る
町
内
の
生
産
施
設
を
巡
回
し
、

家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
業
振
興
係

　
（
内
線 

５
２
４　

担
当 

丸
橋
有
悟
）

東
吾
妻
町
家
畜
排
せ
つ
物
管
理
適
正
化
巡
回
指
導
（
報
告
）
に
つ
い
て

報告

土地価格などの無料相談会開催について
　土地は私たちにとって限られた貴重な資源であり、日常生活や経済活動に欠かせない基盤です。そこで、土
地についての関心を高め、理解を深めていただこうと「土地月間」が定められました。これにちなみ、県・（公社）
群馬県不動産鑑定士協会では、土地価格などの無料相談会を開催しますので、お気軽にお出かけください。

■日時　平成 30 年 10 月４日㈭ 10 時～ 15 時
■会場　渋川会場（渋川市役所本庁舎）　ほか９カ所
■内容　不動産鑑定士が、土地・建物価格や地代、家
　　　　賃などの相談に応じます。

■問い合わせ先
　県庁地域政策課　（☎ 027-226-2366）
　（公社）群馬県不動産鑑定士協会
　（☎ 027-243-3077）　
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Information

消費税軽減税率制度説明会のご案内
　平成 31 年 10 月から、消費税の軽減税率制度が実施されます。軽減税率制度は全ての事業者の方に関係があ
ることから、制度周知のため以下のとおり説明会を開催します。

■日程　平成 30 年９月 10 日（月）
■会場（時間）①中之条町ツインプラザ視聴覚室
　		  （11 時～ 11 時 30 分）
		  ②長野原町商工会館小会議室
　		  （15 時～ 15 時 30 分）

■内容　消費税軽減税率制度等の説明会
■主催者　（一社）吾妻法人会　中之条税務署
■問い合わせ先
　中之条税務署　
　法人課税部門（☎ 75-3355）

　

町
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
（
東
・
太
田
・

原
町
・
岩
島
・
坂
上
各
地
区
）
の
調
査

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
調
査
日
程　

　

平
成
30
年
10
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日
（
予
定
）
の
う
ち
60
日
程
度

■
時
間　

９
時
～
16
時

■
時
給　

８
３
０
円（
別
途
交
通
費
支
給
）

■
場
所　

　

東
・
太
田
・
原
町
・
岩
島
・
坂
上
各
地
区

■
作
業
内
容

　

分
布
調
査
に
関
わ
る
業
務
。
踏
査
な

ど
（
町
内
域
を
歩
き
、
遺
物
の
採
集
な

ど
を
行
い
ま
す
）。

■
募
集
人
員

　

原
則
18
歳
以
上
の
体
力
に
自
信
が
あ

り
、
健
康
な
方
６
名
前
後

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
た
だ
し

　

経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

９
月
５
日
～
25
日

※
教
育
課
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
記
入
の
上
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
話
の
み
で
の
申
請
は
受
け
付
け
て

　

お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
で
の
肉
体
作
業
に
な
り
ま
す
の

　

で
健
康
な
ど
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
課

　
（
☎
59
・
３
３
７
０　

　

担
当 

茂
木
善
知
・
吉
田
智
哉
）

町
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
作
業
員
募
集
に
つ
い
て

案内
　

今
年
度
、
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
事
業

を
使
い
、
新
し
く
小
型
の
チ
ッ
パ
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。
以
前
よ

り
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は

大
き
す
ぎ
る
、
運
べ
な
い
と
い
っ
た
声

を
受
け
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
可
能
な

サ
イ
ズ
で
す
。
小
型
軽
量
な
分
、
馬
力

な
ど
は
劣
り
ま
す
が
、
少
量
の
木
の
片

付
け
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
対
象
者

　

町
内
の
団
体
お
よ
び
町
民
の
方

※
町
外
の
方
で
も
、
使
用
場
所
が
町

   

内
の
場
合
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。          

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
貸
出
料　

無
料

※
燃
料
代
お
よ
び
輸
送
に
か
か
る
費
用

　

は
ご
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
貸
出
期
間　

最
長
７
日
間

※
越
え
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

　

さ
い

■
注
意
事
項

　

必
ず
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
貸

し
出
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
日
程
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
申

請
書
は
使
用
日
の
10
日
前
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
使
用
燃
料
は
ガ
ソ
リ
ン
で
す
。

・
輸
送
に
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
使
用
で
き
ま

す
。
ロ
ー
プ
な
ど
の
固
定
具
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
ア
ル
ミ
ブ
リ
ッ
ジ
は
無
料
で
貸
し
出

　

し
し
ま
す
。

・
輸
送
中
お
よ
び
使
用
中
の
過
失
に
よ
る

破
損
は
、
ご
利
用
者
で
対
応
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
林
振
興
係

　
（
内
線 

５
２
５　

担
当 

湯
本
亮
一
）

小
型
破
砕
機
（
チ
ッ
パ
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
）
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

案内
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ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
事
業
の
第
二
期

が
、
来
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
荒
廃
し
た
森
林
・
竹
林
の

整
備
が
実
施
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業

【
困
難
地
整
備
支
援
事
業
】

　

人
家
・
道
路
な
ど
の
付
近
や
危
険
箇

所
な
ど
の
森
林
・
竹
林
で
、
地
形
や
面

積
的
に
地
域
住
民
で
は
整
備
が
困
難
な

箇
所
に
つ
い
て
、
町
が
対
応
し
ま
す
（
業

者
請
負
を
想
定
）。

【
地
域
活
動
推
進
事
業
】

　

荒
廃
し
た
里
山
・
平
地
林
・
竹
林
な

ど
の
整
備
・
管
理
を
地
域
住
民
な
ど
で

行
う
事
業
で
す
。
面
積
に
応
じ
て
補
助

金
が
出
ま
す
。

■
申
請
条
件

・
土
地
所
有
者
に
承
諾
を
得
て
い
る
こ
と

・
管
理
の
た
め
の
団
体
を
、
地
元
で
立
ち

   

上
げ
る
こ
と

・
森
林
・
竹
林
の
整
備
後
、
再
度
荒
廃
し

な
い
よ
う
に
約
10
年
間
管
理
を
行
う
こ
と

■
申
請
締
切　

平
成
30
年
11
月
30
日
㈮

　
（
平
成
31
年
度
事
業
分
）  

※
申
請
し
て
も
事
業
採
択
さ
れ
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
林
振
興
係

　
（
内
線 

５
２
５　

担
当 

佐
藤
功
樹
）

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

案内

町観光大使　桂夏丸さんによる落語会
　よみがえれ東吾妻主催『第３回いわびつ文化祭』の中で観光大使の桂夏丸さんによる落語会が開催します。
いわびつ文化祭にはほかにもたくさんのイベントが計画され、入場は無料です。
　この春に、真打ちに昇進した新進気鋭の落語家です。桂夏丸さんの凱旋寄席に、ぜひお越しください。
■日時　平成 30 年 10 月７日㈰　開演 13 時 30 分（開場 13 時）
■場所　地域振興センター（旧岩島中学校）
■問い合わせ先　
　よみがえれ東吾妻　事務局　（☎ 090-5339-8233　 担当  片貝文子）
　役場地域政策課　（ 内線  241　 担当  武井幸二）

　

９
月
１
日
か
ら
９
月
10
日
は
国
土
交

通
省
が
定
め
る
「
屋
外
広
告
物
適
正
化

旬
間
」
で
す
。
県
で
は
、
そ
の
期
間
に

合
わ
せ
て
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
を

屋
外
広
告
物
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

と
し
て
、
違
反
簡
易
広
告
物
の
除
却
作

業
や
違
反
広
告
物
の
是
正
指
導
な
ど
、

屋
外
広
告
物
の
適
正
表
示
に
向
け
た
取

り
組
み
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ま
も
、
無
断
で
自
宅
の
塀
に

表
示
さ
れ
て
い
る
広
告
物
や
道
路
上
に

設
置
さ
れ
て
い
る
広
告
物
な
ど
、
違
反

広
告
物
と
思
わ
れ
る
も
の
を
見
つ
け
た

場
合
は
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
屋
外
広
告
物
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

　

広
告
板
、
立
看
板
な
ど
の
屋
外
広
告

物
は
、
情
報
発
信
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
重
要
な
広
告
媒
体
で
す
が
、

無
秩
序
に
設
置
さ
れ
る
と
ま
ち
の
景
観

を
損
ね
た
り
、
ま
た
、
適
切
な
管
理
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
、
人
々
に
危
害
を

及
ぼ
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
屋
外
広
告
物
条
例
を
制
定
し

て
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
で
き
る
地
域

や
物
件
の
ほ
か
、
広
告
物
の
表
示
面
積

や
高
さ
な
ど
屋
外
広
告
物
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
町
で
屋
外

広
告
物
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
県
屋

外
広
告
物
条
例
に
従
っ
て
原
則
許
可
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
許
可
申
請

窓
口
は
中
之
条
土
木
事
務
所
で
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
適
正
な
屋
外
広

告
物
の
設
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
土
木
事
務
所　

施
設
管
理
係

　
（
☎
75
・
３
０
７
４
）

屋
外
広
告
物
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

案内

町からのお知らせ
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Information

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　　

◆第５回５人組み団体戦グラウンドゴルフ
　交流大会
▼開催日　平成 30 年７月 12 日㈭
▼会　場　スポーツ広場
▼出場数　16 チーム　（80 名）
▼結　果　
　優　勝…いわびつクラブＡ
　（片山豊慈・角田定子・島田忠雄・篠原せつ子・関イサ）
　準優勝…槻の木クラブＡ
　（綿貫保郎・宮崎昇・新井阿い子・加部保・綿貫輝以）
　第３位…本宿Ａ
　（鈴木完嗣・河辺衛市・高橋きく江・大野寿江・中井典子）
　男　子
　優　勝…片山豊慈（53 打）準優勝…佐藤勇（53 打）
　第３位…綿貫保郎（56 打）
　女　子
　優　勝…角田定子（41 打）準優勝…高橋順子（58 打）
　第３位…荒木芳枝（60 打）

◆第 33 回東吾妻町グラウンドゴルフ協会交流大会
▼開催日　平成 30 年８月３日㈮
▼会　場　東総合運動場
▼出場数　91 名
▼結　果
　男　子
　優　勝…原田荘市（萩生クラブ）
　準優勝…宮崎　昇（槻の木クラブ）
　第３位…綿貫輝以（槻の木クラブ）
　女　子
　優　勝…加藤八穂子（あづまクラブ）
　準優勝…関　イサ　  （いわびつクラブ）
　第３位…奥木百枝　  （あづまクラブ）

◆第 12 回社会人ソフトボール大会
▼開催日　平成 30 年６月３日㈰
▼会　場　スポーツ広場
▼出場数　６チーム　（80 名）
▼結　果
　優　勝…ABC
　準優勝…リンテックドライ

平成３０年度魅力あるコミュニティ助成事業

　公益財団法人群馬県市町村振興協会は、市町村振興宝くじ（通称：サマージャンボ宝くじ。）の交付金などを
財源として、自治会（コミュニティ組織）などの活動に直接必要な設備・施設の整備に対し、助成を行っています。
■実績報告
①原町上野区の住民センターにおいて、エアコン２台を「魅力あるコミュニティ助成事業（備品整備）」の助成
　を受け整備しました。
②三島唐堀区において、のぼり２枚とのぼりポール２本を「魅力あるコミュニティ助成事業（備品整備）」の助
　成を受け購入しました。

				    　　
				    　　■問い合わせ先　役場総務課　行政振興係　（ 内線  238　 担当  根津俊明）

②三島唐堀区：のぼり２枚と
　　　　　　　のぼりポール２本

①原町上野区：エアコン２台
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町内保育所園開放のご案内
　町内の各保育所では次の日程で園開放を行います。
■期日　平成 30 年 10 月 19 日㈮
■時間　９時 30 分～ 10 時 30 分
■対象　３歳未満の未就園児
■問い合わせ先
　あづま保育所（☎ 59-3877）
　原町保育所（☎ 68-2853）

町からのお知らせ

農業青年の出会い支援イベント

　吾妻郡内農業青年との出会い支援イベント「吾妻赤い糸プロ
ジェクト 2018 in 中之条ガーデンズ」の参加者を募集します。

■日時　平成 30 年 10 月 20 日㈯　10 時～ 15 時
■内容　レクリエーション、カフェトークなど
■場所　中之条ガーデンズ（中之条町折田 2411）
■募集対象　男性…概ね 25 歳以上 45 歳までで吾妻郡在住の独

身農業青年
　　　　　　女性…概ね 20 歳以上 45 歳までの独身女性
■定員　男女共 15 名（先着順）
■費用　男性 4,000 円、女性 1,000 円
■申込期限　平成 30 年９月 25 日㈫
■申し込み方法　電話、FAX またはＥメール。問い合わせをいた   
　　　　　　　　だいた方に、申し込み様式を返送します。
■申し込み・問い合わせ先　
　吾妻農業事務所普及指導課　あがつま出会いプロジェクト担当
　（☎ 75-2364　 FAX  75-6856
　E メール：aganou-fukyuu@pref.gunma.lg.jp）

あづま温泉桔梗館だより
　今月のイベント情報をお知らせします。
★９月 10 日㈪　秋のカラオケ発表会　ゲストに「北軽井沢慕情」
		    を歌う MAKI さん
★火曜日限定　化粧品などを購入することで無料入浴券をプレゼ
	               ント
★水曜日「メンズデー」、木曜日「レディースデー」、金曜日「吾
　妻郡民サービスデー」
　桔梗館は、お客さまに楽しく、喜ばれるよう、スタッフ一同、
笑顔で皆さまをお待ちしております。
■問い合わせ先　あづま温泉桔梗館　（☎ 59-3533）

戦国真田の岩櫃城探検隊
発掘より目覚めた縄文・
弥生、そして未来へ

　地域おこしグループ「あざみの会」で
は、『戦国真田の岩櫃城跡探検隊第 18 弾』
として下記の日程で講演を行います。

■日程　平成 30 年 10 月７日㈰　
■場所　麻の里会館（岩島公民館）
■募集対象　小学生以上
　（小学生は成人の引率者が必要です。）
■定員　50 名（先着順）
■費用　大人 2,000 円、
　　　　中学生以下 1,000 円
■内容　
　９時 　麻の里会館で受付
　９時 30 分　開会式

10 時 　講演１
『前畑遺跡発掘と成果』
　　　　　　教育委員会　吉田智哉氏
10 時 30 分　講演２
『上信道建設に伴う吾妻地方の縄文～古代』

県埋蔵文化財調査事業団　関口博幸氏
12 時 　昼食
13 時 　現地視察
15 時 30 分　閉会式 

■申込期限　平成 30 年 10 月３日㈬
■申し込み方法
　電話または、FAX で申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先　
　町観光協会
　（☎ 70-2110　 FAX  25-7135）



　　　平成 30 年度入札結果 （６月 21 日、７月 23 日、８月 21 日執行）　　

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

木製家具購入 原　町 フジコー㈱ 9,800,000 総務課

移動棚購入 原　町 フジコー㈱ 11,000,000 総務課

新規什器購入 原　町 ㈱ナカムラ 58,000,000 総務課

県単林道舗装事業板倉線 本　宿 池原工業㈱ 9,100,000 農林課

町道岩井・上河原線　舗装改修工事 岩　井 南波建設㈱ 8,600,000 建設課

町道元ノ宿・栗平峠線　舗装改修工事 須賀尾 池原工業㈱ 7,100,000 建設課

町道岩下・川中線　道路改良工事 岩　下 富沢設備㈱ 14,700,000 建設課

町道 1183 号線用地調査業務委託 川　戸 技研コンサル㈱吾妻営業所 5,600,000 建設課

東吾妻町上水道配水本管布設替工事 植　栗 宮﨑工務店㈱ 5,800,000 上下水道課

上信道吾妻西バイパス工事に伴う
上水道配水管布設替工事（第２工区） 三　島 富沢設備㈱ 6,760,000 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（30-10 工事） 須賀尾ほか 富沢設備㈱ 1,630,000 上下水道課
■問い合わせ先　各担当課まで

１０月１日（月）から同時発売開始 !!

 ハロウィンジャンボ　　　 ５億 円 !! 
	 （1 等３億円・前後賞各１億円合わせて）
 ハロウィンジャンボミニ　５千 万 円 !!
	 （1 等３千万円・前後賞各１千万円合わせて）　

■価　格　各１枚 300 円　■抽せん日　平成 30 年 10 月 30 日㈫
※この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使わ
　れます。

公益財団法人群馬県市町村振興協会　

　ゆるキャラグランプリ 2018 が今年も始まりました。
　水仙ちゃんは今年も参加して、東吾妻町の知名度アップのために頑張ります。皆さんも水仙ちゃんの応援の
ために『一日一票』を合言葉にご協力をよろしくお願いします。
■投票方法
①ゆるキャラグランプリ公式サイトへアクセス
　http://www.yurugp.jp/
②ＩＤ登録を行います（初回のみ）。
　メールアドレスとパスワードを設定します。
③ゆるキャラリストから水仙ちゃんを探します。
④ログインして投票ボタンをクリック！
■問い合わせ先
　役場地域政策課　（ 内線  243　 担当  桑原和生）

水仙ちゃんゆるキャラグランプリ投票方法について
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吾妻観光写真コンクール作品募集
　吾妻郡の観光地や行事などを題材にした、誰もが吾妻に訪れたくなるような写真を募集しています。

■募集規定　平成 29 年 11 月 1 日以降に吾妻郡内で撮影された未発表の作品に限ります。詳しくは応募用紙を
　　　　　　ご確認ください。※応募用紙は下記の配布場所または県ホームページから入手できます。
■応募期限　平成 30 年 10 月 31 日㈬
■応募用紙配布場所　吾妻郡内の町村役場観光担当課、県写真材料商組合加盟店、プロフォトセンターなど
　　　　　　　　　　（県ホームページ：http://www.pref.gunma.jp/07/am0100021.html）
■問い合わせ先　吾妻観光連盟（県吾妻行政県税事務所内）　（☎ 75-3301）
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まちの人口
～平成 30 年 8 月１日現在～

	 ●男	 6,837 人

	 前月比	 （－１人）

	 ●女	 7,138 人

	 前月比	 （－ 8 人）

	 ●人口	 13,975 人

	 前月比	 （－ 9 人）

	 ●世帯数	 5,630 世帯

	 前月比	 （＋ 4 世帯）

9 月分の納期限は 10 月１日です

この広報紙は再生紙を使用しています。

豚もも肉スライス…100g

小 松 菜 …………… 140g

しょうが…………… 15g

ごま油………… 大さじ１

あたたかいごはん………

…………………… 520g

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ○ ○ ● ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ○ ● ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

－材料（４人分）－　

●作り方
①豚肉を２㎝の幅に切ります。小松菜は２㎝の長さに切

ります。しょうがは皮をむいてせん切りにします。

②フライパンで油を熱し、しょうがを炒める。その後豚

肉を加えて炒めます。お肉の色が変わったら小松菜を

加えます。小松菜がしんなりしたら、調味料を加えて

炒めます。全体的に馴染んだら、火を止めてごま油を

加えて更に混ぜます。

③あたたかいごはんに②を汁ごと加えて、軽く混ぜて完

成です。

おすすめ健康料理レシピ○150

『豚肉と小松菜のまぜごはん』 1 人分の栄養価

　エネルギー 323kcal　タンパク質 9.8g

　脂質 6.5 ｇ　食塩 1.0g

調味料

しょうゆ………………

……… 大さじ１と 1/2

酒……………… 大さじ１

砂糖…………… 小さじ１

住宅用火災警報器はついていますか？
　消防法の改正により、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
てから 10 年が経過しました。しかし、本県の住宅用火災警報器の設置率は、全
国で３番目に低い状況です。
　住宅火災は夕方に多く発生しますが、住宅火災における死者は就寝時間帯に
多く、死者の約半数は火災の発生に気付かず逃げ遅れたことによるものです。
また住宅火災による死者の約７割は高齢者です。
　住宅用火災警報器を寝室や階段に設置することで、火災を早期に発見し、避
難することができます。住宅用火災警報器は身近な大型小売店などで購入でき、
簡単に設置できます。まだ設置していない家庭は設置しましょう。また既に設
置している家庭では、定期的な清掃や電池の確認をしましょう。
■問い合わせ先　県庁消防保安課（☎ 027-226-2250　 FAX  027-221-0158）
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